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旅行会社と大学とのパートナーシップの可能性：

旅行会社から見たリスク管理と予防

山田 和生（株）マイチケット代表取締役会長



53第3章 他大学･他機関の危機管理
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特定感染症指定医療機関（３ヶ所）

一種感染症指定医療機関（45ヶ所）

二種感染症指定医療機関（311ヶ所）

●ヒューマンサイエンス振興財団熱帯病治療薬

研究班「熱帯病・寄生虫症に対する稀少治療

薬の輸入・保管・治療体制の開発研究班」に

おける薬剤保管機関

●「日本の旅行者のためのマラリア予防ガイド

ライン」におけるマラリア予防専門医療機関

�„�· �Û�Æ�”�w�^�æ�T�’
\�‡�•�h	ý� �̀M�¼�ˆ �¢�f�w��£

�‰�a�•�¬�t�µ�»�Ã�Ÿ�”�À�ž�”�›�î�ª� �̀o�M�”�G

�¶�~ �/�(�0�w�É�¿�Ä�ë�”�«�^�“ �®�•�¬	Ø�C�¦�õ�q�¯

�ª �§�ï�Ø� �́ž�•�¬�~�µ�»�Ã�Ÿ�”�À�ž�” 	Ø�C�¦�õ�q�«

医師からの情報は、医師の立場で入手すること

ができる一般的な情報に限定され、それぞれの地

域の具体的な医療状況や対処方法を把握している

訳ではない。実際は、その地域でスタディーツア

ーを実施している大学やNGO等が豊富な事例を持

っており、個別の具体的な経験の中に、役に立つ

最新の情報がある。

セーフ・トラベル・セミナーの大阪会場の議論

の中から「同じ国や地域に行くスタディーツアー

を計画している担当者同士で現地の関連情報共有

のネットワークを作ることが有効ではないか」と

いう提案があった。この提案により、2007年５月

18日に（株）マイチケット会議室において「カン

ボジア地域・スタディーツアー情報交換会」を開

催した。大阪セミナーの参加者の中でカンボジア

にスタディーツアーを計画している大阪大谷大学、

大阪国際大学、大阪信愛女子短期大学、国際子ど

も権利センターの教員やスタッフが参加し、感染

症などのリスクに対する情報交換だけでなく、ス

タディーツアーの成果報告会を共同で実施するな

ど、学校の枠を超えた学生の交流の可能性も話し

あわれた。カンボジア地域のスタディーツアーの

ネットワークとして、お互いに相談しあえる関係

ができたことは大きな成果だった。

�ª �Ñ�Ÿ�æ�Ð�ï�•�¬�~�µ�»�Ã�Ÿ�”�À�ž�” 	Ø�C�¦�õ�q�«

2007年７月13日には「フィリピン地域・スタデ

ィーツアー情報交換会」を開催した。特定非営利

活動法人アクセス―共生社会をめざす地球市民の

会、Ja-Dhrra（ジャドラ）、Salt Payatas Foundation、

ピープルズ・プラン研究所の四つのNGOが参加し

たが、Salt Payatas Foundationは福岡から、ピープ

ルズ・プラン研究所は東京からの参加となった。

（株）マイチケット会議室を会場とし、スカイプで

福岡と東京をつないだ２時間程度の話し合いでは、

フィリピン医療事情について、おすすめの病院だ

けでなく、おすすめできない病院についての具体

的な事例報告もあった。また、小さな島に渡る場

合の緊急搬送手段として、ヘリコプターの会社の

電話番号を控えておく必要があるという報告も島

国フィリピンならではの指摘もあった。

また、スタディーツアーの受け入れ経験の豊富

な「アクセス」が使っている「出発前の健康に関

するアンケート」と「旅行中の健康管理チェック

リスト」を、他のグループでも使ってみることに

なった。地域情報交換会は、数多くのツアーの経

験によって改良されてきたノウハウを共有する良

い機会となる。

今回の情報交換会で採用したスカイプ会議の方

式は、遠隔地の10人までが同時に話し会うことが

できて、通話が無料であるという利点がある。イ

ンターネットのブロードバンド環境と、ある程度

の処理速度を持ったコンピュータがあれば、ヘッ

ドセットを準備するだけで実現できる。スカイプ

を活用すれば、日本各地の大学やNGOだけでな

く、海外の現地スタッフも交えた情報交換会も可

能となる。
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患者から医療機関への診察依頼フォーマットは、

帰国後あるいは旅行中に発症し、医療機関に受診

する際に、適切な診断を受けるため有効だと考え

られる。

診察依頼する際に医師に伝えるポイントは以下

である。

（a）訪問した地域で発生している感染症について

の記述、

（b）発生地域での滞在の内容など、リスク行為に

ついての記述

（c）予防接種歴についての記述

（d）感染症の可能性も念頭においた診断を依頼す



る記述

渡航地域によって感染の可能性が異なるため、診

察依頼状の内容もそれに応じたものを何種類か作

成する必要があるが、（株）マイチケットでは、主

な感染症について記述した試作版の作成にとりか

かっている。

昨年のスタディーツアーでは、こんな事例があ

った。

「タンザニアから帰国後、高熱が出る。感染症を専

門に扱う医療機関が地理的に遠いため、最寄りの

医療機関を受診する。その医療機関でマラリア感

染の可能性を口頭で伝える。しかし、マラリアの

検査はされずに帰宅することとなった。」

医療機関への診察依頼状はこのような事例に役

立つだろう。
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夏のスタディーツアーが終了した11月に、東京

と大阪でそれぞれの経験を持ち寄っての交流会を

実施する予定だ。春のセーフ・トラベル・セミナ

ー同様に、東京は早稲田大学平山郁夫記念ボラン

ティアセンターと（株）マイチケットの共催で、

大阪は関西NGO協議会と（株）マイチケットの共

催である。

スタディーツアーの実施地域はそれぞれ異なっ

ていても、帰国後の発熱や下痢への対処は共通の

経験として話し合うことができる。春のセーフ・

トラベル・セミナーで示された感染症に対応する

医療機関のリストが、はたしてこの夏のツアーで

実際に有効に機能したのか。経験を持ち寄ること

でこの点を検証することができるだろう。この情

報は、感染症に関心を持つ医療関係者にとっても

貴重なデータとなるはずである。
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スタディーツアーにおける感染症対策をさらに

一歩進めるためには、これまで連携を模索してき

た大学、NGO、旅行会社だけでなく、保険医療関

係者との協力関係を築いてゆく必要がある。まず

2008年にはセーフ・トラベル・セミナーのこれま

での取り組みを、保健医療に関する学会に報告す

る準備が進んでいる。

この稿を書いている９月初めは、夏のスタディ

ーツアーシーズンの真っ最中で、送り出した数多

くのツアーは、まさに現在進行中であり、一時も

気を休めることができない。すでに帰国したグル

ープの中には、下痢と高熱で医療機関の選択を迫

られている例もある。セーフ・トラベル・セミナ

ーをはじめとする、これまでの取り組みが、その

まますぐに役に立っている。

スタディーツアーの危機管理に取り組みはじま

ると、その先に解決しなければならない問題が

次々と姿を現わす。大学と旅行会社は信頼関係を

築いて、この遠い道のりを進まなければならない。

安全のための取り組みは一歩でも進んだ分だけ、確

実にツアーの安全の度合いは向上してゆくであろ

う。
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